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　　人間の時間知覚に関する錯覚については脳機能/神経機能や進化的淘汰から説明され
ている[1]が、まだまだ解明されていない部分や、逆に応用の可能性の部分などに興味が尽
きない。本稿では、もともと視覚領域の時間錯覚として報告されたクロノスタシスに関し
て、筆者の専門領域[2]である聴覚領域でも起きる、と報告した研究[3]の追試と、さらに
聴覚的クロノスタシスを掘り下げるために新たにデザインした心理学実験について報告す
るとともに、音楽における時間という視点からこのテーマについて検討したい。

錯覚にはいろいろな種類があり、Wikipediaの解説では「不注意性錯覚」「感動錯覚」
「パレイドリア効果」「生理的錯覚」「クラスター錯覚」「シャルパンティエ効果」など
の紹介と並んで「クロノスタシス(Chronostasis)」がある。これはサッカード(高速の眼球運
動)直後に目にした最初の映像が長く続いて見えるという時間錯覚で、ギリシア語の「ク
ロノス」(時間、χρόνος) ＋「スタシス」(持続、στάσις)に由来する。クロノスタシスは誰
でも簡単に体験でき、視線を宙に彷徨わせてからアナログ時計の秒針(あるいはディジタ
ル時計の秒表示)を凝視すると、その瞬間の時間感覚がその後の1秒等間隔よりも長く、一
瞬止まったように感じる現象である。これは無意識の視覚領域サーチであるサッカードの
際に、脳が視線移動のに伴う視覚情報のジャンプをマスキングして連続的な意識体験を補
完するために、時間の認識が後に伸びるためであると解釈されている。しかし視覚だけで
なく聴覚や身体動作(タッピング)でも報告があり、サッカードに限らず脳内の空間知覚・
注意喚起と時間知覚の、より根源的・一般的な現象と考えられてきている。

筆者はまず、聴覚的クロノスタシスを報告した先行研究[3]の内容を吟味・評価するた
めの追試を行い、さらにメディア心理学実験の視点から被験者に提示する刺激素材の検
討・改良を行った。そして先行研究では「右耳」「左耳」と空間的に単純分離された実験
条件について、より連続的なパラメータとして空間定位(パンポット情報)を与えて聴覚的
クロノスタシスを検証できるのでは、という仮説に基づいた新しい実験をデザインし、実
際に多数の学生被験者を用いた心理学実験を行い、その結果を分析・検討した。また、時
間錯覚の現象として評価するだけでなく、実際の音楽における応用の領域で、和声法・対
位法・管弦楽法などの古典的作曲理論や、ポピュラー音楽・電子音響音楽の表現の一つの
経験的基礎となっている可能性について、音楽学的に検討した。
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